
鳥取赤十字病院 薬剤部 大平純平

鳥取赤十字病院における
予定入院患者における薬薬連携

令和6年10月28日



✓目的

• 薬局薬剤師とのシームレスな連携構築

• 薬局薬剤師との入院前の服用薬の情報共有

• 服用薬における整理業務のタスクシフト

⇒重複投薬の防止や残薬解消
⇒患者の薬物療法の安全性・有効性が向上
⇒医療費の適正化

• 鳥大附属病院が先行で行っており、鳥取県東部へ広げるため



✓背景

2021年10月中央社会保険医療協議会総会（第492回）より
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✓服薬情報等提供料３

• 服薬情報等提供料３の算定要件には、「持参薬の整理」と「情報提供」が
掲げられている

令和４年度診療報酬改定資料より



✓症例

80代女性
【病名】腹壁嵌頓ヘルニア
【既往歴】高血圧、子宮頸がん術後、左腎盂がん術後、骨粗鬆症
【常用薬】
アムロジピン錠2.5mg
ロスバスタチン錠2.5mg
バゼドキシフェン20mg
【経過】
5/28 外科外来受診

↓
6/13 入院
6/14 手術

バゼドキシフェン
追加

オメプラゾール錠10mg エルデカルシトール0.75μg
リシノプリル錠5mg
メチコバール錠500μg

当院外科を受診し、手術の日程が決定後、かかりつけ医を受診。
バゼドキシフェンが追加処方となっていた。（休薬期間：手術3日前）
手術前日まで服用しており、休薬期間を守れなかった。

入院予定患者の薬剤情報提供書によって防げたのでは！？



✓現在の運用



✓各科における服薬情報提供書の件数
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✓運用概要

③

②

①

⑤

④

⑥

⑦

特に薬剤整理が必要な患者

①多剤使用患者（複数の医療機関からお薬をもらっている）
②高齢で自己管理を行っている
③服薬状況に問題がある

全ての入院予定患者に行うことはありません



 現在使用している薬剤（鳥取日赤以外も全て）
を薬局へ持って行くよう、説明します。

✓①②患者説明文書

 患者さんが直接、かかりつけ薬局へ電話連絡を
して来局日時（入院1週間前を目安）を決めてもらう
（かかりつけ薬局がない場合は病院側で選定支援）

病院で説明する内容



✓✓①②薬局依頼文書

 薬剤Packの日数はそろえてください。

 必ずしも１４日間なくてもよいです。

 薬剤Pack作成後、新たに追加になった薬剤がある場合、

入院時に持参するよう説明してください



✓③④患者が来局
（入院予定患者薬剤情報提供書）

 処方医療機関毎に通し番号を振りを記載し
てください。

 処方状態の記載をお願いします。
（一包化、粉砕等）

 入院予定患者薬剤情報提供書は鳥取赤
十字病院HP（PDF版、Word版）へ掲載予定
です。

 残薬数の確認をお願いします。
（退院処方の有無を決定するため）
7日以上の有無で良いです。

 各薬局が使用している様式で問題ないです。



✓③④患者が来局
（入院予定患者薬剤情報提供書）

 術前中止薬に関して、不明な点は必ず
問い合わせをしてください。
※必ず医師の指示の元、休薬指示は
行っています。

術前中止薬に関する問い合わせ先
0857-24-8111
鳥取赤十字病院 薬剤部へ



✓③④患者が来局
（入院予定患者薬剤情報提供書：FAX送信）

 「入院前の患者の服薬状況等に係

る情報提供書」は作成次第、
鳥取日赤へFAXしてください。



✓③薬剤Packのイメージ



✓③入院時薬剤Pack作成

 入院後使用する14日分の薬剤（外用、インスリン等の自己注射も含む）を整理
してください。
※日数が不足していても問題ありません。
服薬情報提供書にその日数を記載してください。
→日数が不足することで患者さんに敢えて受診を促す必要はないです。

 他施設､他薬局の薬剤に関して、依頼文書の内容に基づいて整理してください。

 下記３点を入院時薬剤Packに入れてください



✓③入院時薬剤Pack詳細

 全事例に一包化の必要はないが、必要と判断される場合は実施しても良いで
す。
※特に複数医療機関の処方を一包化する場合は、退院後の服薬管理に影響する
可能性があるため、患者の服薬状況などを考え慎重に判断してください。

※外来服薬支援料2の算定などは各薬局の判断とする。

【内服薬】
患者の管理方法(一包化、ＰＴＰ管理など)に合わせて用法毎、もしくは服用
タイミングでまとめてパッケージしてください。

【頓服薬・外用剤・注射薬】
使用状況を確認し、使用がないものは持参薬から除いてください。
使用がある薬剤のみ用法ラベルを記載し、パッケージしてください。



✓③入院時薬剤Pack詳細

 入院時の薬剤Packにはラベルを貼付してください。

 自施設で調剤時に使用している薬袋を再度印刷して、日数等を書き換えて
使用しても構いません。

 用法毎の薬袋や情報提供用紙等、透明チャック付き袋にまとめて、患者に
入院時持参するよう指導しお返してください。



✓⑥⑦退院時薬剤管理サマリー

• 服薬情報（自己管理可、看護師管理）

• 退院時の処方

• 特記事項

etc.



✓マニュアルに関して

運用マニュアル、各種用紙
は鳥取赤十字病院薬剤部
HPへ掲載掲載予定



✓展望

外科から開始しています。

何か問題点があれば問い合わせをお願いします。



✓展望

多剤併用の見直し
服薬状況の確認

支援きっかけにしてほしい


